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や自己効力感（self-efficacy）を含むパーソナリティに関するものが多い（Cao & Su, 2006; 
Caplan, 2002; Kim et al., 2006; Lin & Tsai, 2002; Morahan-Martin & Schumacher, 2000; 
Wang, 2001; Whang et al., 2003; Yang & Tung, 2007; Young & Rogers, 1998; 伊藤, 2009; 






（Bayraktar & Gün, 2007; Chou & Hsiao, 2000; Davis at al., 2002; Leung, 2004; Morahan- 
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Martin & Schumacher, 2000; Pratarelli et al., 1999; Siomos et al., 2008; Song et al., 





積されており、カナダ（Davis et al., 2002; Nichols & Nicki, 2004）、オーストラリア（Wang, 
2001）、オランダ（Meerkerk at al., 2009）、ノルウェ－（Johansson & Götestam, 2004）、 
ギリシャ（Siomos et al., 2008）、ハンガリ （ーDemetrovics et al., 2008）、キプロス（Bayraktar 
& Gün, 2007）といった西洋圏に加え、近年では、韓国（Kim et al., 2006; Whang et al., 
2003）、台湾（Lin & Tsai, 2002; Yang & Tung, 2007; Chou & Hsiao, 2000）、香港（Leung, 












式に受け入れられている呼び名もない（Chou et al., 2005; Morahan-Martin & Schumacher, 
2000）。
　「インターネット依存」の発想が生まれた頃は、これにaddictionの語が充てられていた
（Griffiths, 1998; Kandell, 1998; Young, 1996a, 1996b, 1998; Young & Rogers, 1998）。
現在でも、addictionを用いるものが圧倒的に多い（Cao & Su, 2006; Chou & Hsiao, 2000; 
Johansson & Götestam, 2004; Kim et al., 2006; Siomos et al., 2008; Song et al., 2004; 


















Dependence（Lin & Tsai, 2002）、あるいはInternet Abuse（Morahan-Martin, 2005）と 
表現することもある。さらに、Internet Addiction Disorder（Wang, 2001）という語に至っ
ては、病理を示す語が重複利用されていて曖昧性の誹りを免れない（Wallace, 1999）。近
年では、これらの批判から距離を置きながら同様のインターネット利用の在り方を表現す 
るために、Pathological Internet Use（Davis, 2001; Morahan-Martin & Schumacher, 
2000; Bayraktar &Gün, 2007）、あるいはProblematic Internet Use（Davis et al, 2002; 
Demetrovics et al., 2008; Caplan, 2002; Shapira et al., 2000）を使用する傾向がある。
　これら用語の多様性はインターネット利用についての異なった理解を反映したものであり
（Beaed & Wolf, 2001）、いわば「インターネット依存」自体に標準的な定義が存在しない
という背景を改めて示すものでもある。「インターネット依存」研究に向けられる最も大き
な批判は「インターネット依存」とは何かという定義が与えられていないというものである
が（Byun et al., 2009; Caplan, 2002; Chou et al., 2005; Meerkerk at al., 2009）、「イン
ターネット依存」を病理として扱うのであれば、その言葉や理解が多様であることを是認す
ることは難しい。また、既存の学術用語・診断用語を用いるのであれば、そこにはやはり既
存の用語に則した定義が求められよう。「pathological Internet useがaddictionの原因」 
（Young & Rogers, 1998）とされるなど、用語の関係性も不明瞭である。定義が不在とい
う状況は、調査の解釈や比較を困難にするだけでなく、操作的定義や臨床的妥当性にも関わ






頼性と妥当性を持った診断基準がないことをも意味する（Weinstein & Lejoyeux, 2010）。
それにもかかわらず、現状では「インターネット依存」か否か、あるいは「インターネット
依存」の度合いはどの程度のものかを測る尺度の開発が積極的に進められている。
　先述したDQ（Young, 1996b）やIAT（Young, 1998）と同時期のものとしては、Brenner 




せたNichols & Nicki（2004）のInternet Addiction Scale（IAS）、IATに項目を付加して










& Schumacher（2000）のPathological Internet Use Scale（PIUS）という例外はあるもの 
の、Wang（2001）のInternet Addiction Disorder Questionnaire（IADQ）、Caplan（2002）
のGeneralized Problematic Internet Use Scale（GPIUS）、Davis et al.（2002）のOnline 









（Weinstein & Lejoyeux, 2010）。最も直接的なのは「DSM-IVにインターネット依存が含





































（Shaffer et al., 2000; Stern, 1999）、少なくとも、今のところは「両者が別の疾患なのか片 































重要な要素と見ている」（Chou et al., 2005）。しかし、複数の調査研究が「インターネット 
依存」に陥りやすいコンテンツが存在するということも明らかにしており（Chou & Hsiao, 













ての人が依存するわけではない」（Pratarelli et al., 1999）だけでなく、「過度な利用も多く
の人にとってほとんど問題行動にならない」（Griffiths, 1998）。過度の利用が「必ずしも薬







































おり（McKenna & Bargh, 1998; Parks & Floyd, 1996）、テキストメッセージによるやり
取りだけでも対面コミュニケーションと同水準の対人関係へと至り得るという知見は、CMC 




















































じ議論が生じてきた事実がある（McIlwraith, 1998; Smith, 1986）。例えば、Kubey & 
Csikszentmihalyi（2002）は「テレビ中毒は単なる比喩ではない」としてテレビを薬物と
同じように考えるべきだと主張した。DSMに準拠して「テレビ中毒」「ビデオゲーム中毒」
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Critical Review and Considerations.
KOTERA Atsushi
As Internet use has proliferated worldwide, maladaptive patterns or negative 
impacts of Internet use, so-called Internet addiction, have been increasingly reported. 
This study critically reviewed literature and discussed some problems regarding the 
study of Internet addiction.
Development of Internet addiction research and criticism of this subject 
indicates that the research to date on Internet addiction 1) has no theoretical 
background, 2) lacks valid measurement, 3) may have presented misleading causal 
relationships, 4) has restricted research with a psychiatric paradigm, and 5) has been 
debated on the presumption that the Internet has brought negative consequences. If 
Internet addiction truly exists, researchers must respond to these problems.
Keywords: Internet, mobile phone, addiction, dependence, PIU
